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1.は じめ に
本稿 は,1950(昭和25)年 か ら1960(昭和35)年 にか けて 日本の乳 業
メーカーが展開 した牛乳 市場の競'jrプロセ スを明 らかにす るものであ る。
具体 的には,1950年か ら1960年にかけて乳業 メー カーが,牛 乳 市場 に ど
のよ うな製品 を発売 して いったのかを明 らか に してい く。 かか ることを明
らかにする ことで,1950年か ら196〔〕年に乳業 メー カー各社が,ど のよ う
な企業を競争相 丁と認識 し,牛 乳の消費拡 大を行な っていったかが分かる。
近年 のマーケテ ィング研究で は,競 争を プロセ スと して とらえ る研究が
増 えているΦ。 本稿では,競 争を プロセ スとと らえ る研究 の中で も,と り
わけイ1原(2007)の研究をべ一 スと し,1950年か ら1960年のLIの 牛乳
の競`frプロセスを1リjらか に して いきたい。イf原(2007)では,マ ー ケテ ィ
ングにおける競争は,経 済学が想定す るような競争 とは違い,与 え られた
市場の 中で展開され るのではな く,企 業間の競争が 市場 を浮か びiが らせ,
そ してその市場は変容す るとい うことがi三張 されている9i。すなわ ち,マ ー
ケテ ィングにおける競 争は,マ ーケテ ィング1:体が競争相 手を能動的 に決
あ,そ の競 争相 手との問 で,製 品差別化が展開 され,市 場が変容 してい く
とい うものである。
本稿 では,1950年か ら1960年にかけて 日本の乳業 メーカーが,ど の よ
うに競 争相 手を認識 し,マ ー ケテ ィングを展開 してい ったのか,そ して ど
のよ うに'1乳市場が変容 して いったのかを明 らか にす る。
H.第2次 世界人戦後の日本の牛乳の基礎知識





1950年か ら19(10'1=にか け て の 日本 の 牛 乳 の 競 争 プ ロ セ ス
図表1生 乳生産に占める飲用牛乳の割合
1生乳生産量(kl)1飲用牛乳(kl)1飲用牛乳の割合
1947年 160.769 62,527 38.9%
1948年 184,093 61,465 33.4%
1949年 279,544 93,191 33.3°
1950年 367,319 137,982 37.6°
1951年 437,699 178,071 40.7nro
1952年 574.161 281,125 49.0
1953年 711,819 342,094 48.1Wo
1954年 928,577 416,216 44.8%











出典:農 林水産省統計情報部 「生乳 ・飲川牛乳 ・乳製品
の生産消費量に関する統計』より各年抽出。
戦時統制が廃ILされだ{"。1950年以降,乳 業 メーカー間ではrl山な競争が
展開 され るようにな った。
図 表1に あ るよ うに,li本の生乳 生産II匙,飲川牛乳 の生産llヒは,1950
年以 降に飛躍的に伸びた。
2.牛 乳の殺菌技術
牛乳の生産 量が急激 に伸 び始めた1952(昭和27)年 以降,目 本におけ
る牛乳の生産技術 も飛躍的に進展 した。 と りわ け牛乳 の殺菌技 術が進 歩 し
た。1950年代以 前 は,牛 乳 の殺 菌 は低温 殺 菌がi=流で あ ったが,1952
(昭和27)年 に明治乳 業が,1953(昭和28)年 に森永乳 業が,1956(li'{和
31)年に雪印乳 業が,そ れぞれ熱交換 型のHTST"殺 菌機を スウ ェーデ ン
よ り輸入 ・導人 しだ5'。HTST殺菌機 を導人 した ことでかか る3社 の牛乳
の殺菌 は高速 化 され,生 産性 が向1し た。 引き続 き,1957(II和32)年
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に森 永乳 業,明 治乳 業の 両社 が,雪 印乳 業は1961(昭和36)年 にUHT
殺菌1'機を導 入 し,さ らなる生産性 と品質のi∫!」isを図 った 丁。 かよ うに殺
菌技術の進 歩を機に人7一乳業 メー カーは大規模なis場を作 り,'卜乳の大1書ヒ
生産 体制を整えた ㌔
3.製 品の多様化
1952(U和27)年以降,乳 業 メーカーは 各 々が展開 してい る製 品の多
様化をよ り進 めた。 具体的には,原 料 と しての牛乳そのままではな く,ビ
タ ミンや ミネ ラル等を添加ない し強化,ま た乳固形分を増ll匙したデ ラ ック
スタイプの 牛乳が 市場 に投 人 された。 法的'1にも,牛 乳,加is乳,乳 飲料
とい うよ うに種類が増えて きたIP。
4.流 通チ ャネル
1950'1="i時の 牛乳 の流通 チ ャネルには,乳 業 メー カーの販売店 が消費
者の もとに届 ける宅配制度が採川 されていた。かか る宅配制度は,日 本で
牛乳が 市販 され るようにな って まもな くの1881(明治14)年 に開始 され,
その7年 後の1888(明治21)年 には確 立された といわれて いるIH。牛乳
の宅配制度 は明治期 に確 、玩され,そ の制度が1950年'置1時も続 いていた。
皿.1950年か ら1960年までの乳 業各社 の牛乳 の製品展 開
1.本 稿 にお ける牛乳の定義
以 ドで は,1950年か ら60年 にかけての乳 業各社 の牛乳 の製品展開 につ
いて述べて い く。かか る製品展開 は,乳 業 メー カーの社 史を もとに記述す
る。
ヒ記の歴 史を明 らか に して い く前に,本 稿 における牛乳 を定義 しておこ
う。 本稿 では,牛 乳 を 「牛乳」,「加i.乳」,「乳飲料」 とす る。
)f)
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1950年か ら1960年に か け て のll本の 牛乳 の 競 争 プ ロセ ス
「'卜乳 」 とは,生 乳 に他物 を加 え ることな く,牛 か ら搾 った生乳 のみを
飲川に適す るように衛生的 に処理 した もので ある。
「加L乳 」 とは,生 乳の ほか脱脂乳や乳 製品を原料 の一・部 と して使 川 し
て製造 され る ものであ る。1950年に厚生省 が公布 した 「乳 ・乳製 品お よ
び類似乳 製品の成分規定 等に関す る省 令(以 ド,乳 等省 令)」で生乳 以外
で加L乳 の原料 と して認 め られて いる ものは,乳 成分以 外の異物を含 まな
い脱脂乳や全粉乳,無 塩 バター,濃 縮乳,ク リームな どの乳 製品であ る。
乳製nrであ って も,し ょ糖を含む加L練 乳 や食塩 を含む有塩 バ ターな どは
原 料 と して使 川 で き な い。 本 稿 に お け る 「加1二乳 」 は,1951(昭 和
26)～1952(昭和27)年 頃にll∫販 された ビタ ミンや ミネラルを添加 した 牛
乳1コ,さらに牛乳 に比べて乳固形分を強化 した,内 容分 の濃い,栄 養価の
高い製品を含んでい るB。
「乳飲料」 とは,「牛乳」をi三原料 と して,こ れ に コー ヒー,フ ルー ツ,
チ ョコ レー トな どの好みの風味を加え 甘味をつ けた製品 の ことをい う唱1。
2.明 治乳業の展開胴
明治乳 業は,1950(昭和25)年 の牛乳の統 制解除後,積 極 的に新 製品
を市場 に投 入 した。
1952(II{和27)年には,明 治乳 業は,li本で初 めてHTST殺 菌を導 人
して'卜乳 生産の効率化を図 った。
明治乳 業は,1952年に 「ネオ明治 牛乳 」 を発売 した。 かか る製品 は,
理 想の栄 養を持 った 「加is乳」 と して発売 され た。1954(昭和29)年 に
は,「 ネオ明治 牛乳」 の名称を変 更 した 「明治 ビタ牛乳」 が発売 され た。
かか る製品 は,「牛乳 」が持つ 各種栄 養成分 に加 え,鉄 分 と ミネラルを添
加 した 製品で あ った。 製品は,180mlのビン詰 めの ものか ら,カ ル トン
やプルパ ックに包装 された もの も発売 された。
1955(昭和30)年 には,rMeijiMilk」を発売 した。 かかる製品は外国
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人向 けで あ り,紙 容 器人 りの946mlと容 量は人 きか った。 明治乳 業祉 史
編 集委員会(1969)によれば,'1～該製品は,世 界最高水準 に合わせ た品質
を誇 り,デ ラ ックスを好む消費者向けに販売 された とい う。
明治乳 業は,1956(昭和31)年 には関 西で,1957(昭和32)年 には関
東で 「明治 コー ヒー牛乳」 を発売 した。 かかる製品は,ブ ラジルや ジャワ
の純 コー ヒーを使川 した飲料 として市場 に投 入された。容 最は,瓶 人 り,
テ トラパ ック紙容 器入 りと もに180m1であ った。
明治乳 業は,1957(昭和32)年 にUHT殺 菌機 を導 人 した。 また,同 年
に 「明治 ゴー ル ド牛乳 」を発売 した。 かか る製 品は,「明治 ビタ牛乳 」の
デラ ックス タイプと して市場投 人 された ものであ った。 何がデ ラ ックスな
のかとい うと,「明治 ビタ牛 乳」 に含まれた成分 のほかに,さ らに添 加物
を加えたとい う意 味で,デ ラックスであ った。 なお,こ れ よりさらに各種
成分 を濃 くし,添 加物 を多 くした 「明治ハイゴール ド牛乳」 も発売 された。
1958(昭和33)年 には,「明治 フルー ツ牛乳」 を発売 した。 かか る製品
は,'卜乳 の栄 養分に フルーツの味 と香 りを溶け込 ませた製品で,1三と して
r供 と女性 を 夕一ゲ ッ トにマーケテ ィングが展開 された。かか る製品 は,
瓶人 り180mlのものが発売 された。
明治乳 業は,以1一のよ うな展 開に続 き,1959(明治34)年 に 「明治 牛
乳」,「明治 ビタ'卜乳」 にそれ ぞれ540ml入りの大瓶 を 日本で初 めて発売
した。 かかる大瓶は,消 費者の 「これまでの小瓶では不便だ」 とい う意 見
を反 映 して発 売 され た もの であ った。 な お,明 治乳 業社 史編 集 委 員会
(1969)には,か か る人 瓶が発売 された ことは,牛 乳 消費が各家 庭 ごとに
著 しく増 えた ことを示す ものであ ると述 べ られてい る。
3.森 永乳 業の展開
1)「森永 ホモ,卜乳」 の発売曲
1952(昭和27)年,森 永乳 業は 「森永 ホモ,卜乳 」 を発売 した。 かか る
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製品は,ホ モ ジナイザー という機械 に よって,「 牛乳」 中の脂肪球 を細分
化 し,均 質化 して クリームの分離 をお こさないよ うに したlll!1期的な製品で
あ った。 かかる製品は,ク リームライ ンによ って牛乳 の優劣が云 々されて
きたそれまでの考え方㈲ を,完f:に くつがえす ものであ った。 さらに脂肪
を添加 した1-,「牛乳」 中 に多 く含まれて いるカル シウムの消 化吸収 に欠
くことので きない ビタ ミンDを 加 えた製品であ った。
1初は,森 永乳 業が 当該製品を発売す ることに対 し,官 庁,生 乳の生産
者,競 合他社か ら強い反発 と抵抗 があ った嘔。 しか し,当 該製品の売れ行
きがよか ったため,他 社 も 「ホモ ジナ イズ ド=均 質化」 された 「牛乳」 を
相次いで発売 した。
2)森 永乳 業の1955年以降の新 製品 の展開
森永乳 業は,1957(昭和32)年,明 治乳 業 と同様 にUHT殺 菌機 を導
入 した。
1957年に森永乳 業は,「コー ヒー牛乳 」を発売 した。かか る製品は,瓶
詰め牛乳 の伸張 とともに多様 な消 費者ニーズに応 え,特 に 「牛乳」 にな じ
みの少 ない消費者や,小 児層 への牛乳摂取 の習慣 の浸透 をね らって発売 さ
れた製品で あった。 「コー ヒー牛乳」 は,60%の 乳分 に しょ糖 と コー ヒー
を加 え,牛 乳 の栄 養 とさわやかな コー ヒーの風味 が楽 しめ るとい った特徴
を持 った製品 であ った。森永乳 業50年 史編纂委員 会(1967)によれば,
この製品特 有の濃厚 な風味 は,他 社製品を圧 し,急 速 な伸張を示 したが,
インスタ ン ト時 代の朝 食用 コー ヒー とい う発売 計画時に ∫機1しなか った新
用途 がひ らかれ,ア パー ト地帯 に人きな需 要が生まれた ことは うれ しい誤
算 であ った,と ある。
1958(昭和33)年 に森永乳業は,「森永A牛 乳」を発売 した。「コー ヒー
牛乳」の発売 に続 いて,濃 厚牛乳 と して発売 されたのが 当該製品であ った。
森永乳業 は,濃 厚 牛乳 と して,既 に1957(昭和32)年3月,「 森永J牛
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乳」(ジ ャー ジー牛乳)を 発売 して いたが,ジ ャー ジー種特 有の1璽f草の様
な風味が一般 に好 まれなか ったたあか,市 場 に受 け入れ られていなか った。
「森 永A牛 乳」 は,こ の経験 を生か して,ホ ル スタイン種の新鮮乳 をis体
に し,こ れに フ レッシュク リームを加えて脂肪分を増加 し,さ らに無脂固
形分を強化 した濃厚 牛乳 とした。'11該製品 は,成 分的には脂肪約4%,無
脂固形 分約10%と,欧 米 の濃厚乳種 のr卜乳 に劣 らぬ栄 養分 と,一 般 に 喜
ばれ る芳醇な味を持 ってい るとされ る。 さ らに当該製品 は,牛 乳1リ ッ ト
ルに対 しビタ ミンA1,000,ビタ ミンDが500(各 国際 単位),ビ タ ミン
B1が1ミ リグラム強化 されて いた。
森永乳 業は,1959(昭和34)年 に 「乳酸 菌飲料生 ジュー ス」 を発売 し
た。かか る製品 は,瓶 詰め製品の 多様化の一環 と して,乳 酸 菌飲料 として
の乳酸 菌の効果 とオ レンジの 果汁飲料 と しての嗜好性 を合 わせ た特殊 な製
品 と して開発 された。開発'且i時の1督'♂心 と して は,も と もと牛乳 中心 で繁殖
した乳酸 菌を牛乳分の少 ない果汁分 を1三と した製品 の中で,い かに して生
存 させ るか とい う点で あ ったが,こ れ は乳分 の少 ない果汁 の中で,長 時間
にわ たって活力 を失わな い特殊 な系統 の乳酸 菌の育成 によ り解決 された。
この製品 は,風 味爽快で オ レンジ生 ジュースの名に恥 じない味 を もち,大
人の飲み物 と して好評 を博 した。 この製品 は 「森永 フ レッシュ」 と名を変
え,さ らに旧名にもどって清涼飲料の形で販売 され続 けた。'{該製品には,
1本中 ビタ ミンCが40mgの ほか βカロチ ンと ビタ ミンB6が 強化 されて
いる「19。なお,1959(昭和34)年 に発売 された 「乳酸 菌飲 料生 ジュー ス」
は,牛 乳販売店のみ な らず,一 般酒店で も販売 され たため,森 永系列の牛
乳販売店か らクレー ムが 出たQ'」i該商品 は,1960(昭和35)年 の夏には1
目あた り30万本 も売 り ヒげた とい うzu。
森永乳 業 は,1959(ll和34)年に 「森 永 フルーツ牛乳」 を発売 した。
かか る製品 は,オ レンジ,レ モ ン,ア ップル,バ ナナ,パ イナ ップルな ど
のいろいろなフルーツを ミックスした風味 を もったi乳 として生 まれた。
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1該製品 の開 発意図 は,「牛乳」 の嫌 いな人に も容 易に親 しめ るよ うに11'
味 と酸味,果 汁の風味を配合 した新 しい飲料で あ った。 その風味か ら嗜好
飲料の性格 は強 い とはいえ,そ の60%以isが乳分で 占め られてい るため,
栄養嗜好飲料 と して多 く消費 された。
続 く1960年(昭和35)年 に 「森永 コーラス」が発売 され た。 当該製晶
は,1957(1昭和2)年 に滋養のた めの飲料 と して開発 ・発売 された乳酸 菌
飲料で,相 当の伸張を示 して いたが,戦 時 中の統 制強化によ る資材人 手難
か ら発売が途絶えていたので あっだ3レ。
3)シ ョーケー スを川いた牛乳の販売軸
森永乳 業は,1959(昭和34)年 に電冷 ショー ケー スを用 いた牛乳販 売
を展開 した。 かか る牛乳販売 が実現 した 前提 には,UHT殺 菌を導人 し,
JF一乳 の保存性 が高ま った こと,電 気冷蔵庫の性能が向isしたこ とがあ る。
森 永乳 業が 川い た冷 蔵ケー スは,1958年に こ菱電機 と森永乳 業が共 同開
発 した ものであ り,そ れまでの冷蔵 ショーケースによ く川い られていたオー
プ ンタイプ冷凍機 とちがい,密 閉式で しか もワ ンセ ッ トの移動式 の もので
あった。 それ までの牛乳 の流通 チ ャネルは,1三と して宅配制度 を川 いた も
のであった。消 費者の牛乳 の飲 用 も,ほ とん ど家庭内 に限 られて いた。森
永乳業は,家 庭外での牛乳消費を促進す ることを意図 し,か かる ショーケー
スをパ ン屋,菓 」㌃屋,駅,食 堂,百 貨店,遊 園地,劇 場な どに次 々に設 置
して いった。 そ して,家 庭外 での牛乳 消費を促進す るとい う,・.:.t:1,図を実現 し
て いった。 また,か かる ショーケー スによる販売は,従 来の 「牛乳」の ほ
か に も,1一述 のように相次 いで発売 された 「森永 コー ヒー牛乳」,「森永 フ
ルーツ牛乳」 の販売増加 に も'　'　j.した。
4)紙 パ ッ ク の 導 人?:S
l964(II和34)年 に,森 永 乳 業 は,ア メ リ カ の エ ク セ ロ ー 社 か ら 「ピ ュ
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アパ ック」の技 術を導人 した。「ピュアパ ック」は,ア メ リカで最 もポ ピュ
ラーな牛乳 パ ックであ った。 同年,森 永乳 業は 「ピュアパ ック」 人 りの
「トップ ・クオ リテ ィ ・モ リナガAミ ル ク」 を東京地区で発売 した。か か
る製品は,il呼の住宅地,高 級 レス トラン,外 人家庭な どを対象 に,ダ イ
レク トメー ルを使 ったマー ケテ ィングが展開 された。
ついで同年 に,森 永乳 業は,ス ウェーデ ンのテ トラパ ック社か ら,四 面
体の紙容 器 「テ トラパ ック」の技術を東京n場 に導 入,関 東地 区 に180cc
人 り 「森永パ ック ・ホモ牛乳」 と 「コー ヒ'1=乳」を発売 した。
4.,i:印乳 業の展開
それ まで北海道 を中心 に展開を していたi;.i印乳 業は,1953(昭和28)
年 に第一乳 業 と提携 し,「雪 印牛乳株式会社」 を設 、アし,東 京の牛乳 市場
へ積極 的な参入を図 った21b。雪印乳 業は,そ の後昭和40年 代にか けて,
「明治,森 永に追いつ け追 い越 せ」 を スローガ ンに積極 的な牛乳 市場拡 大
の展開を行な った2㌔ かかる展開は,1モと して販売店の新設 と既存店のマー
クのUJり替えであ った。既存店のマー クの切り替えとは,他 者の牛乳を売 っ
ている販売店 を,i該 メーカーのそれ に切 り替えることである12㌔"i時の
牛乳 のほとん どは,販 売店が消費 者の家 まで届 ける宅配制度 で販売 されて
いたため,当 時 の乳 業メーカーにとって販売店 の獲得 ・維手芋が 重要課題 で
あった。
雪印乳 業は,東 京の 牛乳 市場 では新 参者だったため,他 社 に比べ てコス
ト高となっていた。雪印乳 業は,多 くの利益 を出すべ くi場 の稼働率 を ヒ
げるのみな らず,新 製 品開発 も積極 的 に行 な った。1956(昭和31)年 に
は,ヨ ーグル トを発売 した。 かか る製品は,第2次 世界大戦 前に販売 して
いた ものの復活版 であった。 また同年 に,,fsi印乳 業は札幌 で 「コー ヒー ミ
ル ク」 を発売 した。 かかる製品は,瓶 の1_t1がf:冠タイプの ものであ ったた
め,売 り1:げは思 うよ うに伸 びなか った。 翌年の,1957(lli和32)年に
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図表2市 乳 ・乳飲料 ・乳酸菌飲料 ・発酵乳等の販売区分
区分 品目
市乳 牛乳 ビタミン・ホモジナイズ加工乳 ミネラ ル ・スー パ ー ・ジ ャー ジ ー
乳飲料 フルーツ牛 乳 ・コーヒー 牛乳 、コーヒーミル ク、パ ッションミル ク
乳酸菌飲料 カツゲン・ロー ヤルカツゲン・スノー ラック・ヨー グル ・ソフトラック
発酵乳 ヨー グル ト・フル ーツヨー グルト・ローリー
その他 ピュアージュース(オレンジ)・トマトジュース・生クリー ム
出 典:雪 印 社 史(1969),89べ一 ジ
発売 した 「コー ヒー牛乳」 は,紙 キ ャ ップを採川 し瓶 を開 けやす くし人気
を博 した。 同年,,i:i印乳業 は,「フルー ツ牛乳」 を発売 した。 もと もとの
「フルーツ牛乳」 は,昭 和 牛乳が開発 ・発売 したが,か か る製 品は,り ん
ごの酸 と'卜乳の蛋 白で 白い沈殿物 が生 じて しまい商品 と して 失敗 した もの
であ った。その製品を雪印の技術 で改良 し,昭 和牛乳に委託製造 させ た も
のを雪 印の商品 と して発売 し,人 気を博 した。,i:i印乳 業は,「 コー ヒー 牛
乳」,「フルー ツ牛乳」 と もに,明 治,森 永に先駆 けて発売 しだ ㌔
1958(p和33)年に は,加i乳 の 「スーパー 牛乳」 を発売 した。 また,
1962(昭和37)1':には 「ミネラル牛乳」 を発売 したr」s。1960(II和35)
年には,「,i:印パ ッシ ョン牛乳」 を宮城 ・福島県 ドで 発売 した。1961(昭
和36)年 には,「オ レンジタイプ フルー ツ牛乳一」を関 東で 発売 した コ'II。
1959年か ら1962年の4;印乳 業のili乳61`業が取 り扱 った製品 を図表2に
示 した。
5.協 同乳業の展開軸
協同乳業は,1956(昭和31)年 に スウ ェーデ ンの テ トラパ ック社 よ り,
テ トラパ ックマ シン10台 を輸人 して,第 一lf1乳1;f3i(モ鷹)で 「テ トラ
牛乳」を生産 し販売 を開始 した。 当時 協同乳 業が採川 したテ トラパ ックは,
四面体紙容 器であ った。
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協同乳 業のテ トラパ ック入 りの 牛乳 は,東 京地区 に続 き,販 売地域 は東
海,関 西,松 本 まで進み,積 極的なPRの もとに協同乳 業が'・:社をあげて
拡 売に努力 した。 しか しなが ら,テ トラパ ック人 りの 牛乳 は,期 待 したほ
ど売 り ヒげが伸 びず,1958(ll'{和33)年春 には,生 産 販売を 中ILしたQ
かかる製品の損害 は,協 同乳 業のその後の経 営に,大 きな騎 りを残す こと
にな った。
IV.1950年か ら1960年まで の乳 業各社
における牛乳 の製 品展 開のまとめ
以i,1950年か ら60年 までの乳業各社の製品展 開について明 らか に し
て きた。以1一で明 らか に して きたことを図表3に まとめた。
図 表3か ら分 かる ことは,統 制解除 の1950(llii和25)年か ら1955(II;,
和30)年 頃 までは,乳 業 メー カー間で は ビタ ミンや カル シウム,ホ モ ジ
ナイズといった栄 養価 の高い 「牛乳」 の競争が展開 されたことである。比
較的 シェアの高い明治乳 業と森永乳 業につ いてみてみよ う。 明治乳 業は,
殺 菌のみ してある 「明治 牛乳」 に加え,ビ タ ミンな どの栄 養素を加えた牛
乳 の新製 品を発売 していた し,ま た,森 永乳 業 も従来の 「牛乳 」に加え,
均質化 され た牛乳 「森 永ホモ'卜乳」 を新 製品 として市場投 入 した。 すなわ
ち,1955年頃まで は,乳 業 メー カー は栄 養価で 牛乳 の差別化 を展開 して
いたことになるQ
しか しなが ら,1955年以 降 にな ると乳 業 メー カーは,栄 養価を差 別化
の属性 とす るのではな く,色 のついた牛乳 を発売 してい く。II体的には,
「コー ヒー牛乳」,「フルー ツ牛乳」 の発売であ る。 また牛乳を家庭 に宅 配
す るというそれ まで の販 売形式 に加え,1959(1昭和34)年 以 降 は シ ョー
























・「明治ゴールド牛乳」発売 ・「コーヒー 牛乳 」発 売
1957年 ★UHT殺菌機を導入 ・「森永J牛乳」発売 ・「コー ヒー牛 乳1発売(雪 印)




























出 典 協 同 乳 業30年 史編 纂 委 員 会(1984),明治乳 業 社 史編 集 委 員 会(1969),森永
乳 業50年 史編 纂 委員 会(1967),雪印 乳 業 株 式会 社営 業史編 集'1筋局(1988a),
.r-.a印乳 業株 式 会 社営 業 史編 集 事務 局(1988b),,,:印乳 業史編 纂 委員 会(1969),
雪 印 乳 業 史編 纂 委 員 会(1975)に基 づ き 筆 者作 成。
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こ こで本稿がlislするのは,な ぜ,牛 乳 メーカーが1955年頃 よ り,従
来の'卜乳のマーケテ ィング展開を変 更 してい ったのかで ある。 一一般 的には,
メーカーは競 争か ら逃れ るべ く製晶差別 化を行 な う。 それ は,マ ーケテ ィ
ング1三体が,そ れ までの競争相 丁一とは異なる競争相 手を想定 し,マ ーケテ ィ
ングを展開す る ことを意味 す る。 では,1955年頃,乳 業 メーカーは誰 を
競争相 手と したのであろうか。イ1原(1982)によれ ば,マ ーケテ ィングi三
体は,参 入障壁が低い近接 した分野を競争相 手として選ぶ ことになる。 コー
ヒー牛乳,フ ルーツ牛乳,テ トラパ ックの導 人,シ ョーケー スでの販売。
乳 業 メー カーが行な った以 ヒのよ うな展開か ら,乳 業 メーカーは1955年
以降清涼飲 料を牛乳の競争相 丁=ととらえたのではなかろ うか。 す ると,次
の疑問が生 じて くる。 それは,な ぜ,乳 業 メーカーは清涼飲料を牛乳の競
争相 丁・としたかであ る。
以 ドで は,1950年か ら1960年頃までの 口本 にお ける清涼飲 料 メー カー
の展開を記述 し,清 涼飲料 市場が どの ような変化 してい ったのか明 らか に
してい く。
V.1950年か ら1960年頃までの清涼飲料 メーカーの展 開
1.本 稿 における清涼飲料の定義
阿 部編(1975)によれ ば,清 涼飲料:SIとは,飲 んで爽快感を覚え る飲料
の総称で,第2次iiヒ界大戦以 前は,Lと して炭酸飲料の ことを指 していた。
しか しなが ら,第2次 世界大戦後 は,清 涼飲料 は,炭 酸飲料のみ な らず 果
汁飲料 を もその範聴 に含むようになって いった。 同 じく,阿 部編(1975)
によれば,物 品税法 ヒでは炭酸ガ スをtiむ飲料水のことを清涼飲料 といい,
それ以 外の例えば/浮し 果汁飲 料は嗜好飲料 とされた とい う。 また,1947
(昭和22)年 に制定 され た食品衛生法 では,乳 お よび乳製品,乳 酸 菌飲 料
及び酒精飲料を除 く全ての飲料を清涼飲料 と した囎。
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本稿では,1950年か ら1960年頃までのli'涼飲料 メーカーの展開を記述
す ることに鑑 み,1947年制定 の食 品衛生法 におけ る清涼飲 料 の定 義を そ
の定義 と したい。
2.1950年か ら1960年頃までの清 涼飲 料 メーカーの展開
1)1950年以 前の 日本の清涼飲料
さて,1950年以 降の清涼飲 料 は,ど の ような展開 を して いたので あろ
うか。1952(II;;和27)年までは,日 本で は清 涼飲料 といえ ば主 と して炭
酸飲料の ことを指 していた。 具体的には,ラ ム ネと 「三ツ矢サ イダー」,
「キ リンレモ ン」 に代 表 され る炭酸飲 料が清涼飲料 の代名詞で あ った。 し
か し,1952(昭和27)年 に この`lf情が変 わ って くる。 それは,1951(昭
和26)年 に朝 日麦酒が 「バ ヤ リー スオ レンジ」 を関 東で発売,翌 年 の52
(昭和27)年 に'11該製品 を全国発売 したか らで あった。
1952年まで,日 本 に果汁飲料 とい う ものは ほとん どなか った。 とい う
の も,1900(明治33)年 に内務 省が発 令 した 「清 涼飲料取締 規則」p;{に
よって,日 本で は果汁飲料 を発売で きなか ったのである。 かかる規則は,
か な り厳'T:で,製品が濁 った り,沈 殿物が あった りす るこ とを一切認めな
か った。 も しこの ような ものが発見 され ると,罰 金刑が課せ られる ことに
な って いたので果汁飲料を発売す ることがで きなか ったのであるii。
もちろん,透 明な果汁飲料 というものが なか ったわけではない。 先の内
務省令があ ったため,当 時の果汁飲料 は,清 澄 なものであった。清澄 な果
汁飲料は,生 産 コス トもか さみ,売 価が1瓶30銭 か ら70銭 とかな り高価
で あったため.th-tl及しなか った嚇。 また,「みか ん水」な る もの もあ った。
かか る製品 は,糖 度 の高 い果実 シロ ップを水 で薄 めた もので あ って 葡,
消費者か らは 三流品 と評価 され,か な り陰が薄い もので あっだSi!0
1947(昭和22)年 に内務省令に代わ り施行 され た 「食品衛生法」 では,
「衛生L有 害でない限 り,濁 って いて も,固 形物が含 まれて いて も,そ れ
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が原料か らくる必 然的な ものな らさしつかえない」 とな ったため,清 涼飲
料業界における果汁飲料の製法が人き く変わ ったのであ っだ'IH。
2)果 汁 ジュースがブームに 一 「バ ヤリー スオ レンジ」 の発売 一
「バ ヤ リース」 は,1938(11召和13)年 にア メ リカの フラ ンク ・バヤ リー
が,瞬 間殺菌法で ジュー スを保存するノJ法を発明 し,特 許をゼ ネラル フー
ヅに買収 させ たオ レンジジュー スであ る。 目本では,「バ ヤ リースオ レン
ジ」 は1949(昭和24)年 に進駐軍向 け製造 され,そ の後,1950(昭和25)
年に 日本ll{i内での販売が行なわれた。'li時販売を行な ったのは,ア メ リカ
のゼ ネラル フーヅ と提携 した ク リフォー ド・ウイルキ ンソン炭酸鉱泉株式
会社であ った。 当時の 「バ ヤ リー スオ レンジ」は,原 液な どはアメ リカの
ゼ ネラル フー ズか ら輸人 した もので あ った14i。1951(昭和26)年 には,
朝 目麦酒 が 「バ ヤリー スオ レンジ」 の販売権 を獲得 し,翌 年の1952(昭
和27)年 に本格ri勺な全国販売を開始 した、,1953(昭和28)年 に,ゼ ネラ
ル フーヅ祉は,「バ ヤ リー スオ レンジ」が使 川す る原料 をカ リフォルニ ア
産の果汁か ら,国 産 に しようと11本ゼ ネラルフー ヅを設 疏した1け1。
かか る 「バ ヤ リー スオ レンジ」 は,Iliの清涼飲料 市場 において 画期的
な製 品であ った。 先 に も述 べた よ うに,1947(昭和22)年 までは内務 省
令が厳 しか ったため,色 のつ いた 果実飲料の開発 は困難で あった。 当時 の
日本 において は,果 汁飲料 といえ ば,透 明の もので あるという固定観念 が
あ ったが,"i該製品 の出現 に よって その観念は覆 され た。 「バ ヤ リー スオ
レンジ」 は,果 汁の混濁が はっき りと色 と して現われ,ま た香 りと,1'さ
が それ までの 「みか ん水」 とは比 べ物 にな らなか った。 「バ ヤ リー スオ レ
ンジ」 は,か ような高品質 な製品 と して消費 者に支持 された。 それに加え
て,ア メ リカという魅 力が 重な り,そ れまで高級飲料 と して君臨 していた
サイダーやラムネを蹴 落と し,大 ヒッ トとな った。「バ ヤリー スオ レンジ」
が,ヒ ッ トしたことによ って,消 費者は製品が果、物 の色に濁 ってい ること
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が(一質 の天然 果汁 の証拠 である と認識す るよ うにな った弔 とされ る。
3)次 々に発売 されるオ レンジジュー ス
1952(昭和27)年 の 「バ ヤ リー スオ レンジ」 が全国発売 され る前後に,
国産 みかんを原料 とす る果汁飲 料生産 の動 きが1位 つ ようになった。1951
(ll和26年)には,山li県 と,和 歌山県が小kみ かんを果汁化す るi場 を
作 った。1952年末 には,愛 媛 県_tsli果課 が小1・.みかん を果汁化す るため の
is場を建設 し 「ポ ンジュー ス」 を発売 した。 続 いて,1953(II;;和28)年
には,静 岡県,重 県,広 島県が 同 じく小Eみ かんを果汁にす るL場 をつ
くりジュー スを発売 した。
"i時の ジュースの多 く,例 えば国産の瓶入りオ レンジジュース 「ポ ンジュー
ス」は,愛 媛県1?果r.協 同組合連合会が製造 し'k酒造 が販売 とい う具合
に,農 協が搾汁 し,こ れを飲料 メー カーが商品化す る分 業体 制を とってい
だr'0
1952年には明治製 菓が 「オ レンジ ジュー ス」 を発売 した。 また同年 に
は,清 水 食品(SSK)が,「 オ レンジジュー ス」 を発売 した。1953(昭和
28)年には,ス ター食品が 「スターオ レンジエー ド」を発売 した。
さ らに,1954(昭和29)年 には,果 実を 多 く含んだ飲 料の物 品税が 半
分 に軽減 されたこと もあ り,中 小 メーカーのオ レンジジュー ス生産の意欲
が高まった。 また同年 には,麟 麟 麦酒が 「キ リンオ レンジジュー ス」を発
売 した。1955(ll和30)年には,明 治 製菓が 「天然オ レンジジュー ス」
を発売 したrte。1957(昭和32)年 に は,乳 性飲料 の カル ピスが 「オ レン
ジカルピス」を発売 したqD。1958(昭和33)年 には,武 川薬品が 「プラ ッ
シー」 を発売 したq㌔ また同年 には,オ レンジジュー スはサ イダーを抜い
て清涼飲料の トップとなっだtrO
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4)オ レンジ以外の果汁 ジュー ス弔
1952(昭和27)年 の 「バ ヤリースオ レンジ」の発売以来,オ レンジジュー
ス以外 の果汁飲 料 も発売 され た。1952年には朝 日麦 酒が 「グ レー プ⊥
「パ イ ンエー ド」 を発売 した。1953(昭和28)年 には,エ ビス商会が 「レ
モナ」 を発売 した。1956(昭和31)年 には,日 本 麦酒が 「リボ ング レー
プフルーツ」を発売 し,翌57(昭和32)年 には1司社が 「リボンパ インジュー
ス」を発売 した。 同年,Ilf森県 りん ごジュー ス株式会社が 「りん ご天然果
汁」 を発売 した。1958年には,明 治屋 が 「ア ップル ジュー ス」 を発売 し
た。
5)粉 末ジュース略
1952(昭和27)年 に発売 された 「バ ヤ リー スオ レンジ」 の ヒッ トで,
果汁飲料,い わゆる果汁系 ジュースの 日本 における需 要は増加 した。 その
流 れの中で,粉 末 ジュースが発売 された。粉 末ジュースとは,天 然 果汁 を
粉 末化 した もので,そ の粉 末を水で薄 めて飲 むとい うものであ った。1949
(昭和24)年 に 日本 果汁技術株式 会社が設 、完され,翌 年の1950(昭和25)
年に 「粉末天然オ レンジジュー ス」を生産 した。 かかる製品は,rl衛隊や
南極観測隊に納 入 されたが,製 品が固ま って しま うな どで失敗 し,生 産が
中 止された。 かよ うに,天 然果汁の純 粋な粉末化は生産 設備への投 資が大
きく,さ らに粉末 という特性 ヒ,完全防湿包装でないと製品がす ぐに固 まっ
て しま う,缶 詰に して も開 缶後の保存がで きない とい う欠点があ ったため,
大衆品 と しての適il:に欠け,製 品 と しての一般 発売は実現 されなか った。
続いて,天 然果汁に代わ り,砂 糖をL台 と して天然香料,色 素,有 機酸
な どを加えた粉末 ジュー スが生産 され,発 売 され るようにな った。かか る
粉末 ジュー スを全国で始めて発売 したのは,名 糖 産業で,1953(昭和28)
年 の 「名糖 オ レンジユー スの素」 であ った。 かか る製iuitは,1955(昭和
30)年に 「名糖粉 末オ レンジジュー ス」と名前を変え発売 され た。か かる
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製品は,家 庭川の小缶 として発売 され,当 該製品は 自衛隊 に も納入 された。
1954(昭和29)年 か ら1955(昭和30)年 にかけて,有 名,無 名の業 者
が盛んに粉末 ジュー ス市場 に乗 り出 したが,そ のほ とん どが,砂 糖 に人 口
1『味料な どを加えた ものをベ ー スに していたため,最 も売れ る夏場 になる
と当該製品の温度,湿 度の ヒ昇で製 品が固ま って しま った り,反 対に製 品
がべ 夕べ タに溶 けて しま った りした。 かよ うに,非 常 に取 り扱 いが困 難な
製品であ ったため,販 売業 者 も当該製 品の取 り扱 いをやめ,ひ いて は'[1該
製品を作 るメー カー も徐 々に姿 を消 してい った。
1957(昭和32)年,名 古屋の渡辺 製菓 は,砂 糖 に代 わ りぶ ど う糖 をis
原料 と し,1袋1杯 分 とい う新 しい包装形態 を採 用 した製品 を発売 した。
かかる渡辺 製菓は,こ の粉末 ジュー スを菓t一メーカーの観点 か らとらえ,
/一供向け と して1杯 分の使用 量を1袋 と した小袋詰 めで発売 した。
渡辺 製菓は,か かる粉 末ジュー スを菓 、r店で発売 しヒッ ト商品 とな った。
t供向 けと して 出発 した粉末 ジュー スは,501'1袋と容 縫を人 き くし,家
庭 川の製品 として も発売 された。 そ して,メ ー カー も日本 フー ド,井 村 屋
製菓などの東海 圏の メーカーばか りでな く,製 菓業界,澱 粉 業界,食 品業
界か らも進 川,さ らには明治 製菓,森 永製菓,,i:i印乳 業,沁 崎 グリコ,森
ド仁丹 など大手メーカー も生産 販売 に乗 り出 した。
6)缶 人 りジュースの登場'19
1965(H召和40)年 頃まで,ジ ュー スは瓶詰 めの ものがほ とん どであ っ
た。 ラムネもサイダー も,オ レンジジュー スもほ とん ど瓶詰めだ ったの で
ある。
瓶詰めがi三流の時代で はあったが,缶 人 りの ジュー スを出す メー カー も
増え始 あた。 本格 的に 缶詰の オ レン ジジュー スが発売 され たの は,1954
(昭和29)年 に明治 製菓が発売 した 「缶詰 オ レンジジュース」 とされてい
る。 しか しなが ら,か か る缶詰 ジュースは現在 のプル トップ式の缶 とは違
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い,オ ー プナーが付属 していて,対 角 に2箇 所穴を あけて飲む もので あっ
た。 中身 が見えないため果汁の混濁,沈 殿の状態を気 にす ることが ない,
It'1射日光を受 けないので ビタ ミンCが 酸 化 され ない,携 帯性 が あ り瓶 と
違 って割れに くいといった メ リッ トを持 った製品 として消費者に認識 され,
li詰の ジュー スは屋外 での消't'tに結 びつ いて人気を博 した。 明治製菓は,
オ レンジ ジュー スが好 調な売れ 行 きを示 したため,1957(llii和32)年に
「缶入 りア ップル ジュー ス」,「フルーツカ クテル ジュー ス」を,1958(昭
和33)年 には 「li入りグレー プフルー ツジュー ス⊥ 「缶入 りパイ ンジュー
ス」 をそれぞれ発売 した。
1957(llii和32)年以 降は,森 永製菓,日 本麦酒,明 治屋,清 水 食品が,
1959(II;;不n34){1三`こ`まそ麦,藤`1「、言占,三 力:,11手(},1960(II不ll35){1諸こ`ま,
ほてい,大 洋漁業,II水な どが 缶入 りジュー スを発売 した。
VI.乳業 メーカーの競争相:rの変遷
以 ヒでは,1950(昭和25)年か ら1960(p和35)年までの乳業 メーカー
の新製品投入 と清涼飲料の進展 につ いて明 らか に して きた。以 ドで は,こ
れ までの議論を踏 まえ,ど の ように乳業 メー カーが競争相 丁一を変化 させ て
い ったのか について まとめたい。
図表4は,本 稿 において これ まで に明 らか にな ったことをまとめた もの
であ る。
まず,注 目す るのは,1955(昭和30)年 までの乳 業 メー カーの展開 で
あ る。'卜乳の販売 自lll化がな されてか ら,明 治乳 業は ビタ ミンを添加 した
牛乳を新製品 と して発売 した。森永乳 業は,均 質化 され た 「牛乳」 を開発
し発売 した。 と もに,「牛乳 」の栄養価 に注 目 した新製品 展開を行 な って
いた。 また2社 ともにHTST殺 菌を導 人 し,製 品の.・.i,,i:1'`1:と保存性 を.Yna
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出典:協1司乳 業30年史編纂 委員会(1984),明治乳 業社 史編 集委員会(1969),森永乳50S1=
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社営 業史編 集 事務局(1988b),";印乳 業史編 纂 委員 会(1969),"印乳 業史編纂 委員会
(1975),阿部 編(1975),小菅(2002),劇llL久 須 美(2000)に 基 づ き筆 者 作 成。
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出 したため,販 売店獲得の戦 いが3社 の間で激 しく起 こ った。
1956(昭和31)年 以降,乳 業 メーカー は 「コー ヒー牛乳」 や 「フルー
ツ牛乳」,「テ トラパ ック入 り牛乳」 の発売 を開始 した。 なぜ,こ れ らの製
品を乳 業 メー カーは発売 したのであ ろうか。本稿で は,か か る問いの答え
を清涼飲 料業界の展開か ら導 き出 した い。
1952(1昭和27)年 に朝III酒が 「バ ヤ リー スオ レンジ」 を全国発売 し
て以 降,清 涼飲料 市場 には,ラ ムネ,サ イダーに代 わって果汁 系 ジュー ス
が台頭 した。それまでは,無 色の飲料 しかなか った清涼飲料に果物 の風味,
色,甘 さを備えた製品が登場 したことで消費者 は果汁入 り飲料 に飛びつい
たの であ った。 図表4に あ るとお り,1952(昭和27)以 降 に多 くの果汁
系の ジュー スが発売 され,そ のli∫場 は拡 大 してい った。 さ らに,1955(昭
和30)年 頃 にな ると粉 末 ジュースが登場 し,か か る製品の 市場 も拡 大 し
て いった。かか る製品 は,ジ ュースが実現 したlrさと風 味を手軽に家庭内
で楽 しむ ことがで きる ものであ った。 さ らに,缶 入 りジュー スも発売 され
た。 缶入 りの ジュースは,瓶 入 りの ジュースよ りも飲 用 シー ンを多様にす
ることを意図 して発売 され た。 缶入 りジュースは,手 軽に屋外で もジュー
スが飲 めることを意図 して発売 されたのであ った。
清涼飲料 における果汁系 ジュースは,消 費者に果物 のlfさと風味を清涼
飲料 と して提供 した。果汁系 ジュースは,そ れまでは清涼飲 料では ラム ネ
とサ イダーの清涼感 を味 わっていた消費者に,果 物 のtrさと風味を 手軽に
取 ることがで きるという価値 を提供 し,ま たその価 値を消費者 は支持 した
のであった。続 く,粉末 ジュースではそれ までに発売 されていた果汁系 ジュー
スの 手軽 さをよ り進 め,家 庭 内で も安 く簡 単に ジュー スを楽 しめ るように
した。 また,缶 入 りジュー スも瓶人 りの ジュー スよ りもさらに手軽に ジュー
スの価値 を提供す る製 品 とな ったのであ った。
果汁系 ジュー スが台 頭 して きた とき,乳 業 メーカー間で は,「市乳を制
する ものが乳 業を制す」 とい うスローガ ンの もとに,販 売店獲得の競争が
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盛んで あった。かか る競争 によ り,牛 乳 は多 くの家庭 に普 及 したのであ っ
た。乳業 メーカー間で は,栄 養価の 高い製品 で差別化 を展 開 していた。 乳
業メーカーは,次 の ステ ップと して,日 頃牛乳 を飲 まない消費者,ま た家
庭外で も牛乳 を飲んで もらうための消費拡大 を考えた と思 われ る。 その と
きに,同 じ飲料 とい う市場 の清涼飲料 市場 に眼を向けた と思われ る。清涼
飲料 市場 では,果 物 の甘 さ と,風 味 を売 りとした 「オ レンジジュー ス」が
台頭 していた。乳 業 メーカーは,そ こで牛乳 は栄 養を取 るものだ けで はな
く,日∩さや風味 を楽 しめる 「飲 み物」 とポ ジショニ ングしたか ったのであ
ろ う。 それ ゆえ に,各 社 ともに 「コー ヒー牛乳」 を発売 し,「フルー ツ牛
乳」を発売 したのだ ろう。 また,粉 末 ジュース,缶 入 りジュー スによ る手
軽 さか らヒン トを得 て,「テ トラパ ック入 り牛乳」 を各社 とも発売 したの
で はな いだ ろうか。そ して,チ ャネル と して もショーケー スによる販売 が
採川 された と考え ることがで きる。
1950年か ら1960年の乳 業メーカーの展開を 見てい くと,乳 業 メーカー
は牛乳の消費拡大のため,'卜乳を 「牛乳」 とい うカテ ゴ リーか ら清涼飲料
と並ぶ 「飲み物」 と したか った と推察 され るのであ る。
「テ トラパ ック」 入 りの牛乳 は,発 売 され た数年後 には一一11市場か ら姿
を消 して いる。 「テ トラパ ック」 入 り牛乳の導 入は,牛 乳 を 手軽に飲む飲
料にす るための一一展開であ ったと考え られ る。 しか し,一一方で乳業 メーカー
は,牛 乳を家庭に届け るための販売店獲得競争をや ってい るわ けで,宅 配
を メインの仕事 とする牛乳販売店の仕 事を奪 うことにな るテ トラパ ックに
は,ど の乳 業 メーカー もそれほ ど力を入れ られなか ったので あろう。
本稿 で1三張 したいことは,1950年か ら1960年にか けて乳業 メー カーが,
牛乳 市場 を 「牛乳」 とい うカテ ゴ リーに限定 して とらえなか った ことで あ
る。乳 業 メーカーは,牛 乳 を清涼飲 料 と同 じよ うに とらえ,消 費者の喉を
潤す もの,粉 末 ジュース と同 じよ うなr供 で も飲 める清涼飲料 と して展開




本稿 では,1950年か ら60年 までの 日本の乳 業 メー カーの 牛乳 市場 での
製品展開 を明 らか に した。"i時の乳 業メーカーは,能 動 的に競争相 手を広
げることで,牛 乳 とい う概念 を広 げた。 そ して市場 を拡 大 してい った こと
が分 か った。
本稿 を結ぶ にあた り,今 後の課題 を示 したい。 まず,本 稿の牛乳,清 涼
飲 料の記述 のなかで,牛 乳及 び清 涼飲 料の価格についてほ とん ど触れてい
ない。 消費者への製品の.lf..11及を検 討する際,価 格の問題を無視す るわ けに
はいかない。 今後は,"i時の牛乳 及び清涼飲 料の価格を も踏まえた議論が
望まれる。
次に,1955年以降,牛 乳 は清涼飲料 を競 争相 手 ととらえ,「 コー ヒー牛
乳」,「フルーツ牛乳」 等を発売 したわけであ るが,こ の競争の結末は どう
な ったのか。 牛乳は,ジ ュー スになれたのか とい うことであ る。乳業 メー
カーは,清 涼飲料市場 を意識 したのであ るが,清 涼飲料 メー カー は牛乳を
競争相 手としたのだろ うか。 乳業 メーカーが一ノ∫的に清涼飲料 市場 に接近
したのみであ ったゆえに,牛 乳は'卜乳のままであ ったのか も しれない。た
だ,牛 乳 が清涼飲料を意識 した ことで製晶 ラインは増え,市 場が拡大 した
とはいえる。 よ り詳細に競争の分析を進 めて行き体系的な整理を行ないた
いo
※ 本研究 は,愛 知大学研究助 成 「C-138製品の意味形成 と変容 の メカ
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